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フレックスタイム制とは

好きな時間に
出社できる！



１ テーマ設定の理由

持続可能な社会を作り上げていく
ため、フレックスタイム制につい
て調べ日本の経済成長の発展や人
や国の不平等をなくしていく活動
に貢献する。



SDGsとの関連

⑧働きがいも経済成長も

⑩人や国の不平等をなくそう



２ 現状

出典「平成30年就労条件総合調査の概況」

変形労働時間制の有無、種類別採用企業割合



３ 問題点
フレックスタイム制を導入していない理由別事業場数の割合

資料出所 : 全国労働基準関係団体連合会「フレックスタイム制・時差出勤制に関するアンケート調査」



メリットとして勤務時間をずらすことで通勤ラッ
シュを、避けられたり、個人の時間配分によって
残業の軽減に繋がる。

しかし、取引会社や他部門との連携をする際に、
時間のずれが生じてしまう。

メリットが一部の企業では、デメリットに
なってしまっている部分もある‼



４今後の課題

制度を適用する従業員の範囲を明確にする。

一人ひとり勤務時間などの管理能力が求めら
れる。

一人ひとりにマイナスの影響が出ないような、
意識をすることによりフレックスタイム制を
使う会社が増え、ワークライフバランスにつ
ながる。



５ SDGs実現に向けて
～１０代からの提言～

全ての企業や自治体がフレックスタイム制
を使うことによって長時間労働が減少しよ
り働きがいを感じることにつながる。

そこで、様々な会社でフレックスタイム制
を導入し、持続可能な経済成長を目指して
いくべきである。



６考察、感想

フレックスタイム制について調べ
労働に関する現状問題についての
理解が深まった。よりSDGsに対す
る興味を持ち、SDGsに協力しよう
とする意識が高まった。


